
「特別の教科 道徳」の実施に向けて
＜その２＞

「特別の教科 道徳」（道徳科）の完全実施に向けた、改訂のポイント（そ

の２）です。

道徳科の内容

「内容項目のまとまりを示す四つの視点」の新旧比較

従前 道徳の時間の内容 道徳科の内容

１ 主として自分自身に関すること Ａ 主として自分自身に関すること

２ 主として他の人とのかかわりに関 Ｂ 主として人との関わりに関するこ

すること と

３ 主として自然や崇高なものとのか Ｃ 主として集団や社会との関わりに

かわりに関すること 関すること

４ 主として集団や社会とのかかわり Ｄ 主として生命や自然，崇高なもの

に関すること との関わりに関すること

「道徳科の内容」は、どのようなものに

なるのですか？

では、「道徳科の内容」について

説明します。次の点が変わりました。

まず、「内容項目のまとまりを示

す四つの視点」を見比べてみましょ

う。

四つの視点が、１・２・３・４からＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄに変

わりました。

また、その順序は、児童生徒にとっての対象の広がりに

即して整理され、従前の３と４が入れ替わりました。

記述にも変更点（下線部分）があります。

Ｂの視点では、「他の人」が「人」に変わりました。自

己と人との関わりをより一体的なものとして捉えて望まし

い人間関係の構築を図る指導を充実させてください。

Ｄの視点には、「生命」という言葉が加わりました。

「生命の尊さ」をより意識した指導を行ってください。



小学校第１学年及び第２学年の内容項目

次に、各学年段階の内容項目

をくわしく見てみましょう。

各内容項目には、小学

校から中学校までの内容

の体系性を高めるととも

に、構成やねらいを分か

りやすく示して指導の効

果を上げるために、その

内容を端的に表す言葉が

付記されました。

移行期間において改正後の

学習指導要領に基づき教育課

程を編成する際には、上記の

変更点に十分留意して計画を

作成してください。

※ 下線部分は、新たな文言の追加や変更点です。

小学校第１・２学年で

は、新たに３つの内容項

目の追加があり、項目数

は１９になりました。

A-(4)は、自分のよさ
を生かし伸ばすことを重

視しての追加です。

C-(11)は、差別や偏見
をもつことなく集団や社

会との関わりをもてるよ

うにするために加わりま

した。

C-(16)は、これからの
グローバル化に対応する

素地を培うために加わり

ました。

他の学年段階については、

次号で取り上げます。


